
※数字の単位未満は、四捨五入で処理しているため、合計の数値とその内訳の計が一致しない場合がある。
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単位：百万トン
港 名

日本の主要７港の取扱貨物量（速報値）
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内国貿易
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品種別国際コンテナ貨物（実入りのみ）
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単位：千ＴＥＵ

(千トン)

コンテナ貨物取扱量

内国貿易

外国貿易

499
(7,697)

517
(7,971)

その他

35.7%

コークス

7.2%

ゴム製品

6.8%

化学薬品

7.4%

金属くず

8.0%

金属製品

14.4%

鋼材

20.6%

その他

15.7%

自動車部品

2.3%

化学薬品

3.0%

非金属鉱物

2.3%

LNG
(液化天然ガス)

12.9%

鉄鉱石

29.9%

石炭

34.0%

品種別海上出入貨物（外国貿易）

モノづくりのまち・北九州市の特徴を反映して原材料の輸入が多い。

２０１０年以降、コンテナ貨物取扱量は約５０万TEU前後で
推移している。

コンテナ貨物

平成30年 北九州港の港湾統計

輸出入のバランス（輸出47.4％、輸入52.6%）が良い。

海上出入貨物

コンテナ船

8,349,690トン/8.2%

在来船

41,411,928トン/40.7%

フェリー・RORO船

52,000,431トン/51.1%

輸送手段別取扱貨物量の割合

合計 101,762,049トン
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輸出
合計 7,215,125トン

輸入
合計 25,138,920トン

国内フェリー・ＲＯＲＯ航路の一大拠点であることから、内国貿易の
割合が他港に比べ大きくなっている。

北九州

ＰＯＲＴ ＯＦ ＫＩＴＡＫＹＵＳＨＵ

549
(8,423)

488
(7,437)

546
(8,522)

485
(7,582)

輸出
合計 185,416TEU

輸入
合計 205,620TEU

全国第５位

主な貿易相手（国際コンテナ貨物） Principal Trading Partners of Container Cargo
国・地域名　 ＴＥＵ トン 相手港名　 ＴＥＵ トン

１位 中 国(香港を除く） 193,207 2,804,919 １位 釜 山 164,707 2,550,711

２位 韓 国 170,154 2,668,912 ２位 上 海 76,147 1,115,616

３位 台 湾 73,906 1,523,149 ３位 高 雄 34,860 785,011

４位 香 港 27,082 558,989 ４位 香 港 27,082 558,989

５位 タ イ 14,028 309,687 ５位 青 島 24,757 480,569

北九州市港湾空港局
http://www.kitaqport.or.jp

平成31年4月時点

コンテナ貨物


